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創

刊

に

宮

つ

て

葛
師
区
長
　
高
橋
俗

久

松

大
葛
飾
区
建
設
の
希
望
に
然
え
て
区
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

努
力
を
優
け
て
日
々
の
区
政
の
充
資
を
期
し
て
ゐ
る
次
第
で

暁〕賦サ聯購陣炒痺級肺勒獅滅蠣立勝講腱強庫韓潮

め
と
こ

に
葛
飾
区
政
〓

ュ
ー
ス
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、

今
後
こ
の
区
政
ニ
ユ
ー
為
ど
逐
次
立
派
な
も
の
に
育
て
上

げ
、
買
に
区
政
が
区
民
生
活
に
溶
け
込
む
や
う
致
し
た
い
念

願
で
彦
，
ま
す
の
で
、
区
民
各
位
の
御
支
援
と
御
鞭
縫
と
を

切
に
御
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
，
ま
す
。

地
方
自
治
法

参
考

第
百
七
十
九
條
　
普
通
地
方

公
共
図
休
め
議
会
が
成
立
し
な

い
と
き
、
第
百
十
三
傑
仁
書
の

場
合
に
Ａ
て
な
は
会
議
を
開
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
普
通

地
方
公
共
国
体
の
長
に
基
い
て⊂

い
て
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決

し
な
い
と
き
は
、
当
該
地
方
公

共
圏
体
の
長
は
そ
の
議
決
す
べ

き
事
件
を
処
介
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

又
は
議
会
に
本

る

と

力
整
備
中
で
あ
り
ま
す
が

る
ま
で
当
分

の
間
■
茶
通
り
保
健

な
ヶ
ま
す
。

保
健
所
の
建
物
に
つ
い
て
は
極

生
課
に
現
状
の
ま
ゝ
で
業
務
に

事
致
し
ま
す
。

を
臓
守
し
て
多
数
御
茶
会
下
さ
い

た

氣
付

☆
嬬
人

集

ひ

方

法

日
時

月

十

七

午
前
■
時

場
所

区
役
所
会
議
豊

軍
政
部
J
P

全
区
婦
人

但
し
子
供
は
同
件
し
′

`
こ

と

☆
講
演
と
映
画
ら

夕

日
時
　
九
月
二
十
二
日
午
後

獲
得
し
た
外

貨
で
食
糧
を

購
入
し
て
囲

内
で
治
化
し

て
了
ふ
様
で

は
共
の
画
の

発
展
は
望
ま

れ
な
い
。
其

の
Ｆ
暮
し
で

は
個
人
で
も

発
展
し
な
い
。
図
蒙
に
と
つ
て
も

同
様
だ
。

れ
軒
輝
絲
幡
浦
膨
獄
麒
欺
橡
製
敵

つ
た
葛
飾
区
農
民
各
位
は
、
今
年

こ
そ
上

一
粒

で

と
捲

土
重
茶
の
意
氣
込
で

も
看
産
し

た
と
し
て
水
稿
の
育
成
に
全
力
を

打
込
ん
だ
。

政
府
の
一
割
増
産
運
動
に
も
進

ん
で
協
調
し
今
年
の
供
出
割
当
は

非
常
に
張
い
の
で
割
当
る
側
で
さ

へ
非
常
に
心
配
し
た
の
だ
が
快
く

の
供
出
量

を
承
諾

・
し
た
。
幸

に

の
生
産

の
状
況

も
滑

り
出

し
は

で
あ
つ
た
が
、
八
月
十
四―
日

の
豪
雨
以
茶
豫
期
せ
ぎ
る
幾
多
の

し
て
供
出
の
前
途
に

た
め
左
の
催
を
致
し
ま
す
。

な

区
役
所

も
立

引
は
狭

い

人

口
は
多

い

幸

に
産
業

は

は
盛
大
と

判
`民
常識出

生
届
は
十
四
日
以
内
に
局
出

を
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
こ
と
は
殆

ん
ど
の
人
が
知
つ
て
ゐ
な
が
、
本

区
に
羹
て
一
ヶ
月
四
十
三
件
も
期

間
経
過
が
あ
る
。
出
生
届
（
死
亡
）

層
の
完
全
性
調
査
に
つ
い
て

調
務
者
は

一
般

の
御
協
力
と
ヽ
願

ひ
し
た
い
ｏ

充

に
道
台
軍
績
司
令
部

の
爵
請

に
よ
つ
て
、
出
生
又
は
死
亡
の
層

出
が
あ
つ
掟
に
も
拘
ら
す
之
に
対

應
す
る
医
師

又
は
助
産
婦

の
報
昔

の
行
は
れ
な
か
ぢ

た
も
の
は
本
年

八
月

一
日
以
降
の
分
ょ
う
区
長

か

ら
東
真
司
法
事
務
局
長

に
報
告
す

る
事
に
な

つ
た
の
で
、
医
師
ｋ
は

助
産
婦

の
方
は
御
留
意

の
上
、
未

報
告

の
な

い
よ
う
に
本
願

い
致
し

ま
す
。

暗
雲
低

迷

し
容
易

な
ら

ぬ
事
Ｈ

を

招

本

し

た
。
指
導
者
側

で
も
豫
期

し
な
か
つ
た
幽
霊
病

（
挙
名
縮
繋

枯
病
）
が
葛
師
地
区
殆
ん
ど
全
域

に
亘
つ
て
蔓
延
し
、
此
の
呉
Ｆ
り

病
状

露
ニ
し
始

め

再
生
届
は

早
く
し
ま
せ
う

の
対
策
に
努
力
中
で
あ
る
。

ヽ
八
灯
十
九
日
、
同
十
五
日
、
同

升
日
、
九
月
八
日
の

・東

作
物
報
告
茅
務
所
関
係
職
員
、

経
済
局
関
係
職
員
に
現
場

し
現
兄
を
把
握
し
て
貰

め
た
。
又
上
級
官
応
に
は
今
後
央

の

計

凹
で
あ
る
。

区
内
護
岸
工
事
完
成

櫻

堤

ヽ

食

書

昨
年
の
人
害
に
よ
り
損
傷
し
た

区
内
の
各
所
は
復
書
し
護
岸
工
事

依

千
和
橋
附
近

手

除
き
す

べ
て
完
了
し
た
。

衛
櫻
堤
も
工
専
絡
了
し

再師圧米作異憂
幽霊病に御注意

つ
て

よ

ンフ
と

た
時
は
財
に

禰

の
納
胞
に
病
菌

食

込
ん
で

ゐ

駆
除
の

耽
場
枯
病
撲
滅
の
鵞
に
農
業
協
同
組
合

の
各
支
部
長
を
招
集
し
高
砂
商
業

会
館
で
講
留
会
を
開
催
し
た
が
財

に
岸
病
し
て
め
る
も
の
は
回
復
す

る
術
な
く
、
曜
茶
年
度
水
禰
の
対

は
何
と
し
て

紗廟　幹蜘跡寿裁ツベル

て
貰
ふ
に
Ｌ
つ
た
事

も
農
念
で
な
ら
強
。

区
で
も
班
に
女
の
通
り
関
係
方
面

参
会
者
　
区
内
全
有
権
者

と
道
維
し
区
の
現
況
を
識
明
し
共

未
威
年
者
は
入
場
出
茶
ま
せ
ん

で

付
中

で

あ
る
。

四

ケ

月

に

及

ぶ

=E

期
と
の
区
足
各
位
の

る
御
協
力
に
厚
く
感
謝
鼓

都
教
育
委
員
選
塞
に
つ
い

さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
る

口
削

□

よ
り

てし

電
話

本

新(
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寡
ー

定
例

区
議
会

の
本
会
議

は

八
月

三
十

日
定
列

よ
り
遅

れ

て
午
後

三

る
質
問
に
入
り

一
、
山
崎
議
員

救
護
米
に
つ
い
て
共
他

他
七
、
山
本
議
員

区
政

一
般
に
つ
い
て

八
、
那
須
議
員

特
別
冷
興
金
に
つ
い
て

八
野
議
員

水
害
防
止
策
に
つ
い
て
共
他

５
、
竹
内
議
員

本
田
学
校
の
造
修
に
つ
い
‘

〓
、
鈴
木
ハ
清
）議
員

区
政

一
般
に
つ
い
て

似
■

で
議
長
は
日
程
に
入
る
こ
と

し
一
、
報
告
第
二
号
　
一
時
借
入
金

借
入
に
関
す
る
件

一
部
改
正
に

つ
い
て

戦
を
延
長
い
理
事
者
か
ら
は
答
弁

を
そ
れ
た
ヽ

の
後
休
憩
と
な
る
。
こ
の
間
二
Ｌ

承
評
又
は
原
某
可
決
し

二十
分
か
ら
議
事
堂
に
Ａ
て
開

や
う
や
く
七
時
二
十
五
分

五
、
議
集
第
十
号
　
葛
飾
Ｋ
特
別

か
藤
て
か
ら
区
の
発
展
の
た
い

工
費
　
六
八
〇
万
円

工
期

一一ア
月

大
壕

再
開
と
な
つ
て
努
頭
、
佐
野
、

区
攪
條
例
中
改
正
の
作

四
ツ
木
新
橋
の

さ

れ

て

め

た

が

橋
区
長
先

一
股
に
つ

↑
、
高
木
（四
￥
一議
員
緊
航
議
と

は
架
記
名
壮
票
に
な
る
探
決
の

比
の

工
事
に
当
つ
て
は
交
通
堀
撲
の
た

し
て
は
長
不
信
任
笑
を
提
出
し
、

は
、
原
集
賛
成

り
可
決
、
次
い
多
数
に
て
原

に
本
豫
算
を
計
上
し
之
が

め
と
と
し
て
夜
問
作
業
に
よ
つ
て

っ
い
で

一
殻
区
政
に
対
す

探
決
の
結
果
否
決
と
な
り
、
こ
ｈ

で
左
の

れ
た
斃
、
国
庫
の
補
助
に
よ
つ
て
張
行
す
み
。

一、
佐
野
議
員

特
別
給
奥
金
に
つ
い
て
其
他

三
、
一局
木
（四
望
馨
員

四
中
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
共

他

山
野
井
議
員

特
別
給
興
金
に
つ
い
て
英
他

、
鈴
木
（一ё
議
員

盛
會
使
用
條
例
に
つ
い
て

、
清
水
議
員

着
官
琲
水
機
を
設
に
つ
い
て
英

大
波
悧
を
見
た
区
議
会
の
概
況

二
、　
一
時
借
入
金
捨
額
に
つ
い
て

あ と
第

一
「
つ
い

に
日
程
に
入

し
午
後

た
。
八
月
一挙
十

一
日
の
継
続
区
議

会

は
午
後

三
時

三
十

五
分

再
開

、

本
議
員
提
出
の
一
般
質
問
継
統
の

し
て
、
山
本
、

に

八
月
の
定
例
匝
議
會

活
撥
な
論
議
の
二
日
間

諭
難
鰹
号
琴
含
に

開
す
る
件

四
、
議
集
第
九
号
　
寄
附
受
領
に

つ
い
て

・
校
設
置
の
件

教
育
委
員
長
報
告
通
り
可
決
し

て
八
時
二
十
分
閉
会
し
た
。

四
ウ
木
新
橋
着
工
間
近
し

四
ッ
本
橋
も
補
修
着
工

に
つ
き
理
事
者
又
は
監
査

か
ら
そ
れ
か
ヽ
答
弁
あ
り

れ
を
不
滅
と
し
て
一
間

一

り
、
相
当
混
乱
し
た
。

は
上
記
の
通
り
で
あ
る
が
、

な
討
論
と
質
兵
を
さ
ん
た
各

そ
の
結
果
前
記
十
三
万
五
十
円

は
区
財
政
の
資
金
調
達
に
骨
折
つ

た
人
々
に
分
配
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
且
区
長
の
分

三
万
円
は
区
の
金
庫
峰
返
却
し
た

巳
議
會
論
議
の
要
点

特
別
給
奥
金
　
一
時
借
入
金

救

護

米

自

韓

草

税

区
議

の
論
議
の
要
黙
を
た
ど
つ
て
み

に
よ
る
職
員
給
奥
の
捨
加
に
袢
ひ

ヱ
つ
。

八
百
万
円
以
内
に
増
額
に
つ
い
て

一
、
特
別
給
典
金
に
つ
い
て

質
疑
あ
り
、
就
中
本
件
に
関
し
議

待
別
給
典
金
と
は
二
月
七
日
議

会
を
召
楽

し
な
か

つ
た
の
は
不
当

つ
た
四
十
七
万
九
千
六
百

で
な
り
地
方
自
治
法

一
七
九
條
の

円

を
指

し
、

こ
の
中

三
十
四
万
円

は
職
員

の
共
済
組

合

に
交
付

さ
れ

（
一
人

当

り
五
百
円
）
そ

の
農
額

十

三
万

五
千
円

を

一
部
幹

部

の
み
で

分
配
し
た
と
い
基
問
題
で
あ

と
の
金
額
の
分
配
方
法
に
つ

千
等
で
あ
る
と
い
ふ
麟
と
、一

を
作
る
傾
向
が
あ
る
と
い
メ

に
よ
つ
て
徹
虜
し
た
論
議
が

さ
れ
た
ぅ

三
、
救
護
米
に
つ
い
て

米
よ

ヽ
こ
せ
大
会
を
通
し
て
み
る

と
、
民
心
を
安
定
せ
し
む
べ
き
救

が
と
れ
な
か
つ
た
か
？

二
踏

反
対
に
区
民
を
混
乱
さ
せ

葛
飾
保
健
所
授
売

衛
生
課
も
包
含
さ
ろ

都
内
に
現
在
四
十
ケ
所

衛
生
の
第

一
線
機
関
と
し
て

所
が
あ
り
ま
す
が
、

泰
る
辻
月
一
日

の
業
務
が
羨
充
さ
れ
、

生
課
で
行
つ
て
い
た
一

こ
と
が
明
ら
力、
と
な
つ
た
。

あ

つ
た
。

つ
く

て
了

を
日
程
に
追
加
し

工
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

之
に
対
し
区
土
木
課
で
は
推
進

六

、
議

集
第

十

一
ラ
　

区
立
小

次
に
こ
の
計
画
に
先
立
つ

し
て
区
内
工
場
連
盟
の
自
発

だ
し

い
四

ツ
木
撮

の
補

修

エ

よ
つ
て
籍
罰
の
盛
上
を

こ
と
に
な

つ
た
。

ｆ

て

ゐ

る

は
次
の
通
り
で
あ
る
０

西
み
に
こ
の
費
用
は

四
ツ
木
大
橋

資
材
（砕
石
な
ど
）

徒
茶

五
百
万
円

以
内

の
借

入
金

で
あ

つ
た

が
数
度

の
ベ

ー

ス
弘

訂

解
繹
に
つ
き
論
議
さ
れ
た
。
結
局

財
顔
と
豫
算
執
行
に
関
す
る
区
理

郵
騰
わ
。
一
不
精
の
努
力
が
張
く
要
笠

た
。
も

つ
と

追
の
黙
に
つ
き
戴
護
米
を
受
け

る
該
当
者
以
外
は
万
難
を
掛
し
て

調
査
ゐ
上
処
置
し
、
叉
豫
約
朱
な

ど
は
適
当
に
処
碧
す
る
。
台
救
護

来
の
捨
量
に
努
力
す
な

自
韓
車
税
に

い

て

す
従
亦

の
九
〇
円

を

る
原
策

に
対

晩

て

あ
る
か
ら
三
二
〇
田
た
す

い
ふ
反
対
意
見
が
あ
り
、

戌
者
は
他
区
と
同

一
の
三

に
し
な

あ
な
ら

ば
、
財

源
上

号

七
月
定

待

望

の
大
衆
課
税

も

の

主
張
に
反
し

器

補

修
方

法

腐

朽

ヶ
夕
及
敷

板

の
掛
誉

並

び
に

橋
面
簡
易
舗
装

十
三
万
円

工
場
連
盟
負
批
　
　
十
七
オ
円

で
あ
る
。

式
大
工
鐘
Ｔ

人

に
な

り

ま
し

r置進tる葛飾

^口
)町,∫年の3終

政
も
包
含
さ
れ
て

小
　
橋

　
　
五

せ
帯
よ
　
エ
ニ、

入

０
　
，́
・三

（【〕
〓〕

爵
や
一ンす
，
Ｗ
全
，

鶯
准
Λ
ユ
韻
粋

し
た

吟
た
結
果
、
無
記
名
投
票
イこ

費

つ

て

と

な

共

に
区
政
を

い

て

不
円
滑
と
な
る

集
通
リ
二
四
〇
円
値
上
げ
が

し
た
。

し

、セ

入

〓

万
人

■ ミ
よ
lォ


